
平成２２年度一般会計当初予算説明資料
２款 総務費

２項 企画費 砂丘事務所（電話：0857-22-0582）
２目 計画調査費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

鳥取砂丘景観保全再 7,137 8,065 △928 7,137
生事業
トータルコスト 19,239千円 （前年度19,664千円）［正職員：1.5人 ］
主な業務内容 鳥取砂丘再生会議への負担金交付事務、除草ボランティアの募集及び実施、国・

鳥取市との許認可事務の調整等
工 程 表 の 政 策 目 標 （ 指 標 ） 鳥取砂丘の除草をボランティアを募集して実施（ボランティア（4,000人）、

アダプト団体数（12団体）、ボランティアスタッフ20人）

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要
「日本一の鳥取砂丘を守り育てる条例（平成２０年１０月２１日公布）」の理念に基づき、民間と
行政で構成する鳥取砂丘再生会議が行う鳥取砂丘の保全・再生の取組に対して支援し、鳥取砂丘の
優れた環境、景観を次世代に引き継いでいく。

２ 主な事業内容
鳥取砂丘景観保全再生事業負担金：６，９８７千円 事務費：１５０千円

ア 負担割合 県１／２、鳥取市１／２
イ 鳥取砂丘景観保全再生事業全体事業費 １３，９７４（１５，８３０）千円

・保全・再生に関する事業 １０，９３１（１１，５８９）千円
・保全・再生に関する研究 ２，９１５（ ４，１１３）千円
・事務費 １２８（ １２８）千円

※（ ）書きは前年度予算額

３ これまでの取組状況、改善点
平成３年に試験除草を開始してから１９年経過。地元民間団体、鳥取市、鳥取県で構成する鳥取砂

丘景観保全協議会（現在の鳥取砂丘再生会議）の取組により、草原化はくい止められている状況。
今後は、昭和３０年代（国の天然記念物、国定公園指定当時）のような「姿」を目標に砂丘利用者

に広く呼びかけて通年的に除草やゴミ清掃などの保全再生の取組を展開していく。
【平成２１年度目標と実績】

目標 実績
除草ボランティア ： 3,400人 3,708人
アダプト団体数 ： 6団体 10団体
ボランティアスタッフ： 5人 2人

参考：鳥取砂丘再生会議（以下「再生会議」）の概要
１ 設置目的

鳥取砂丘の保全再生と適切な利用に向けて、様々な人々の協働による取組を推進し、もっ
て鳥取砂丘の優れた環境を次世代に確実に引き継いでいくこと。
２ 主な事業
（１）鳥取砂丘の保全再生と適切な利用に向けた協議、調整及び普及啓発の実施
（２）鳥取砂丘の保全再生に関する調査
（３）鳥取砂丘の保全再生の取組の促進及び除草作業等必要な事業の実施
（４）鳥取砂丘の適切な利活用の促進及び鳥取砂丘の魅力を情報発信するイベントの推進
３ 構成等

鳥取砂丘の保全再生や適切な利用に関する活動を行う団体又は個人で組織する。
（１）全体会 会 長 西田 良平（放送大学鳥取学習センター所長）

副会長 鳥取県生活環境部長、鳥取市経済観光部長
（２）部 会 保全再生部会、利活用部会


